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 今年の夏はとても暑く「酷暑」「猛暑」などという言葉をよく聞きましたが、９月下旬から随分と気温が下

がり秋らしい空になってきました。これから、本格的な秋を迎えようとしています。秋と言えば「読書の秋」

「スポーツの秋」「芸術の秋」「食欲の秋」などとよく言われます。子どもたちにとってはどんな秋でしょう

か？どんな秋にするにせよ、秋は何をするにしてもよい気候です。一人一人がしっかりと自分の秋を満喫し

てほしいなと思います。 

６年生修学旅行から… 

 ９月１８日（水）１９日（木）の２日間、６年生は広島方面に修学旅行に出

かけました。秋らしく涼しくなる前の猛暑の２日間でしたが、全員が元気に過

ごした旅行となりました。初日、まずは平和公園で資料館を見たり碑めぐりを

したり、被爆伝承者講話を聴いたりして平和学習に取り組みました。そして、

宮島では、厳島神社の見学をしたり、商店街での買い物を楽しんだりしました。

２日目は、福山市にある JFE スチール西日本製鉄所の見学をしたり、みろく

の里で友達と一緒に思いっきり遊んだりして楽しい時間を過ごしました。 

 この修学旅行は「学びをつくる」「くらしをつくる」「思い出をつくる」とい

う３つのめあてで取り組みました。まずは「学びをつくる」について。６年生

の子どもたちは、しっかりと学習に取り組みました。平和記念資料館ではよく

見学し、講話ではよく聴きメモを取り、碑めぐりはとても暑かったのですがそ

の中でもメモをしっかりと取って学習することができました（講話をしてい

ただいた方も「静かに集中してお話の聞ける子どもたちですね」と感心してい

らっしゃいました。）。厳島神社でもガイドさんのお話をよく聞き、メモをとっ

ていました。また、話をしっかりと聴いているからこそ、話の後の質問もたく

さんすることができていました。次に「くらしをつくる」について。集合時間

に遅れる子は一人もいませんでした。みんな時間を意識して生活できた成果

だと思います。また、「学びをつくる」にも関係しますが、学ぶときはしっか

りと勉強し、遊ぶときは思いっきり楽しむという切り替えがとても上手にでき

ていたように思います。けじめをつけたくらしをつくることができているよう

に思いました。「学びをつくる」「くらしをつくる」の２つができたからこそ「思

い出をつくる」（素晴らしい時間をつくる）ことができたのだと思います。き

っと一人一人にとって心に残る修学旅行になったことと思います。 

 少し話は変わりますが、６年生は修学旅行までに平和学習に取り組んできま

した。この平和学習は修学旅行で終わりではありません。９月２４日（火）の

午後、松江歴史館の大本先生に来校いただき、島根県や松江市に関わる戦争に

ついてのお話をしていただきました。例えば、大阪からの集団疎開の話や松江

市内や身近にあった戦争に関わる施設・設備などについてお話をしていただき

ました。子どもたちは戦争は遠いところの話ではなく身近な問題であることを

感じたことと思います。平和については、ずっと考えていかないといけないテ

ーマの一つだと思います。 

平和記念資料館にて 

厳島神社にて 

原爆の子の像でのセレモニー 

みろくの里にて 
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５年生連合音楽会に向けて･ 

 ５年生は６月下旬から音楽の時間を中心に、松江市連合音楽会に向けて合奏や合唱の練習に励んできまし

た。「音楽の時間を中心に」と書きましたが、１学期には業間休みや昼休みに音楽室に行き、自分たちで練習

したり、お互いに教え合ったりする姿が多く見られました。２学期になって音楽の時間でもお互いに教え合

う姿が見られ、とても素敵な姿だなと感心していました。今年度の合唱は「僕らの日々」合奏は「怪獣の花

唄」です。私から見ると、どちらの曲も難しそうだなと思ったのですが、５年生の子どもたちは日々の練習

を積み重ね、とても上手に合唱も合奏もできるようになってきました。最初はパート練習から始め、音楽室

で合わせての練習、そして体育館での練習と取り組んできました。そして、来週１０月８日（火）の壮行演

奏会（全校児童に披露します）、１０日（木）の本番（島根県民会館）とつながっていきます。５年生には、

これまでの練習の成果をしっかりと発揮し、悔いの残らない合唱、合奏を披露してほしいなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練をしました 

 ９月２６日（木）に古志原幼稚園と合同で避難訓練を行いました。今回は、授業

中に地震が起き、避難経路の一つである渡り廊下が使えないという想定で実施しま

した。子どもたちは静かに放送を聞き、先生の指示に従って黙って避難することが

できました。避難するときの約束「お・は・し・も」（押さない・走らない・しゃべ

らない・戻らない）や、頭を守る行動もしっかりとできていました。全校でのふり

かえりも、静かにお話を聞くことができていました。そのふりかえりの中で「地震

はいつ起こるかわからない」という話をしました。授業中、休み時間、掃除、友達

と遊んでいる時、登下校中、おうちで過ごしている時など、いつ起きるかわからな

いので「自分で自分の命を守る行動をしよう」という話をしました。また、ご家庭でも地震が起きたらどう

避難するのか、話題にしていただくと喜びます。 

委員会活動の取り組みから… 

 ５，６年生が取り組んでいる委員会活動の様子をお伝えします。自治的な取り組みをがんばっています。 
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 生活委員会では９月２５～２７日に「ろうかを歩こ
う運動」に取り組みました。走っている子を見つける
と「歩いて」と声をかけていました。こういう声かけ
が子どもたち同士でできることが素敵だなと思いま
した。 

 計画委員会では９月２５～２７日に昼休みを利用
してスタンプラリー、クイズラリーを企画しました。
校長室もチェックポイントになっていました。６年生
にスタンプを押してもらって、低学年の子はとても喜
んでいました。 
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